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令和 6年度 第 2回 

白石町まち・ひと・しごと創生推進会議議事録 

                   

                  日時：令和 6年 9月 30日（月）19：00～21：10 

                  場所：白石町役場 3階大会議室 

 

1.開会【進行：総合戦略課長】 

2.会長あいさつ 

〇会長 

皆さんこんばんは。本日は大変お忙しい中、また昼間のお仕事等でお疲れの中に、

今年度第 2回目となります白石町まち・ひと・しごと創生推進会議にご出席いただき

まして、誠にありがとうございます。いよいよ SAGA2024 国民スポーツ大会、全国障害

者スポーツ大会が近づいてまいりました。本町では、国スポではソフトボール成年男

子、全障スポではグランドソフトボール競技が開催されます。多くの選手や観覧者に

おいでいただきます。皆さんに満足していただけるよう、現在準備を進めているとこ

ろでございます。また、これも皆さんご存知かと思いますけども、天皇皇后両陛下に

おかれましては、10 月 5 日から 6日までの 2日間、国スポご臨場のため、佐賀県へ行

幸啓を賜ることになりました。本町にも 10 月 6日にご昼食のためにお立ち寄りになら

れることは、この上ない光栄なことと深く感謝いたすところでございます。両陛下に

とりまして、思い出深いものとなりますよう祈念し、町民を挙げてご来町の日をお待

ちしているところでございます。 

本日の会議でございますけども、来年度からの第 3期総合戦略で取り組む施策など

について、委員の皆様からご提出をいただきました検証結果を踏まえまして、各課で

検討した内容をもとに協議をしていただきたいと思っております。また並行して人口

の将来推計とシミュレーションを進めておりますのでこの状況を報告もさせていただ

きたいと思っております。本日の会議におきましても、資料がたくさんございますの

で、ご確認いただく時間を設けながら進めていきたいと思っております。どうか委員

皆様の忌憚のないご意見をいただきますようお願いいたしましてご挨拶とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

3.報告事項 

〇総合戦略課長 

続きまして、次第の 3番目、報告事項でございます。まず(1)第 1回会議録につきま

して、資料 1の会議録をご覧いただきたいと思います。こちらの方でございますけど
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も、7月 25 日に開催いたしました会議の議事録ということになります。こちらの方は

議事録でございますので、ご確認いただきまして修正点等ございましたら 10 月の中

旬、10 月 18 日を目途に事務局の方までご連絡いただきたいと思います。 

続きまして、(2)第 2 期総合戦略の効果検証取りまとめ結果ということで、資料 2の

方をご覧いただきたいと思います。こちらの方の内容について事務局の方より説明い

たします。 

 

〇白石創生推進係主事 

私の方から第 2期総合戦略の効果検証取りまとめ結果についてご説明します。ま

ず、委員の皆様にはお仕事等お忙しい中、第 2期総合戦略の事業評価等、効果検証シ

ートの提出をしていただきありがとうございました。また、施策について 41 項目と多

い中、評価をされた理由や意見をご記入いただきありがとうございます。それでは資

料 2ですね、第 2期白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

の見方について説明します。こちらの資料、前回会議の内部評価シートをベースとし

ております。今回、表の右側にある創生推進会議の評価という項目を前回の内部評価

シートに加えております。まず左側、事業の評価についてですね。A KPI 達成に有効

であった。B KPI 達成に有効であったとは言えない。Cその他から選択していただき委

員の皆様 14 人が選択された合計数を記載しております。KPI に関しては数値結果でわ

かりやすいものもあれば数値で表せないものもあり、評価するのが難しいといったこ

とから、その場合は Bを選択されているとのご意見もありました。また KPI 達成に有

効であった、を選択された場合でも今後の更なる対策や改善策を記入していただいて

いる項目もありました貴重なご意見をありがとうございます。参考までに 41 施策中、

A が多いものは 38 項目、Bが多いものは 3項目でした。次に右側主な意見等について

ですね、事業の評価、ABC を選択された理由や自由意見を記入いただいたものを記載

しております。 

それではまず 1ページ目ですね。2つある政策どちらも B評価が多い結果となって

おりました。企業誘致や起業に至るまでは時間を要する。用地を必要とする従来型の

企業誘致にこだわらず、既存施設の活用を想定した企業にもオファーできたら良い。

との意見がありました。 

次に 2ページをお願いいたします。こちらのページは全て Aが多い評価となってい

ますが意見として、新規就農者の成功例を作ることが必要。人手不足による外国人雇

用に傾いてきていると感じる。との意見がありました。 

次に 3ページをお願いいたします。こちらのページは全て Aが多い評価となってお

ります。意見としては、創業者の追跡調査の必要性や、農産物の情報宣伝販路拡大が

今後課題と考える。との意見がありました。 

次に 4ページをお願いいたします。こちらのページは全て Aが多い評価となってお

りまして、意見として高校の「探究時間」との連携強化。継続していくことで、他地

区の若者に白石町の良さが伝わり、若者の定着や町外からの移住に期待が持てる。子

供の頃の体験が郷土への愛着に繋がると思うので、郷土料理の調理体験などは、小中
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学校などで積極的に実施した方が良いと思う。との意見がありました。 

次に 5ページをお願いいたします。こちらのページは全て Aが多い評価となってお

ります。意見として観光協会立ち上げに合わせ、県内他市町、近隣県、都市部、海外

などターゲットを明確にした上で、PR の方法を分けることも必要。また有効的な発信

方法を見つけることが必要。継続していくことで、若者の地元定着が進むと思われ

る。との意見がありました。 

続きまして 6ページをお願いします。こちらのページも全て Aが多い評価となって

おります。意見として、数値目標の達成および事業の継続で進展が期待できる。目標

達成しているものの、現実には空き家が増えていると感じる。移住の魅力環境を整え

ることが必要。JR 通勤通学の利便性向上のためにはパークアンドライドの促進、駅を

起点とした循環バス等の充実を図る必要がある。また、KPI が高すぎるのではとの意

見がありました。 

続きまして 7ページをお願いします。こちらのページでは施策(3)交通手段の拡充に

ついては B評価となり、他の政策については A評価となっておりました。交通手段の

拡充については、シェアサイクル事業者の撤退があったためとなっております。他の

意見としては継続することで観光資源のブラッシュアップができるのでは、須古城の

取組は良い PR になった、などの意見がありました。 

次に 8ページをお願いします。こちらのページでは 2つの施策とも Aが多い評価と

なっております。意見としてもっと男女の交流の機会を増やせれば。合コンみたいに

気軽に参加できる機会があれば。継続していくことで、若者の地元への定着が進むと

思われる。補助金要件の年齢は撤廃してもいいのでは。などの意見がありました。 

次に 9ページをお願いします。こちらのページの２つの政策とも A が多い評価とな

っております。子育て環境の支援は必要。子育て環境の支援を行うことで、若者の定

着や移住が図れると思う。との意見がありました。 

続きまして 10 ページをお願いします。こちらのページでは全て Aが多い評価となっ

ておりまして、意見として子育て環境の支援を行うことで、若者の定着や移住が図れ

ると思う。遊具など綺麗になっていたのでとても遊びやすいと思った。トイレの清潔

さの維持、トイレが汚い公園には人は来ない。主要な公園施設の整備だけではなく、

公民館敷地の遊具整備取組が必要。との意見がありました。 

次に 11 ページをお願いします。こちらのページの 2施策についても Aが多い評価と

なっております。意見として、教育環境は若い子育て世代では最重要項目で、魅力的

な教育環境整備は定住者の増に有効手段だと思う。との意見がありました。 

続きまして 12 ページをお願いします。こちらの 2施策については Aが多い評価とな

っております。意見として、協議会の継続には活動交付金の増額が必要。なかなか地

域づくり協議会の設立に繋がらないのはなぜか分析が必要。との意見がありました。 

続きまして 13 ページをお願いします。こちらのページについては 2施策とも Aが多

い評価となっております。意見としては、地域づくり協議会との連携が必要。組織作

りを並行して個人への防災知識講座などを行い各個人の意識を高めてほしい。との意

見がありました。 
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次 14 ページをお願いします。こちらのページについては全て Aが多い評価となって

おります。意見として、高齢者と現役世代との共同活動の機会増が必要。との意見が

ありました。 

次に資料最後のページをお願いします。こちらのページは総評についてとなってお

ります。総合戦略全体を通しての自由意見です。また第 3期総合戦略に向けての参考

意見も記入していただいております。こちら内容としては、住宅、教育、DX 化、男女

共同参画といった幅幅広い意見のご記入をいただいておりました。ありがとうござい

ます。資料全体に関して後ほどご確認いただければと思います。第 2 期総合戦略の効

果検証取りまとめ結果についての説明は以上となります。 

〇総合戦略課長 

とりまとめ結果については以上でございますけれども、非常に皆様方から評価、ま

た貴重なご意見いただいております。その結果を反映ということになっております

が、私達行政側も、今後の事業の十分参考にさせていただきたいと思っているところ

です。 

 

4.協議事項について 

〇総合戦略課長 

それではここから協議事項ということになります。次第 4協議事項の方に入らせて

いただきます。ここからは会長に会議の議長をお願いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

〇会長 

それでは協議事項のところの進行については私の方で務めさせていただきます。早

速協議事項(1)人口ビジョンの改定作業について、に入ります。お手元に人口ビジョン

をお配りしております。これは令和 2年 3月に改定したものでございまして、この人

口ビジョンの改定作業を現在行っております。現在の状況報告を兼ねて、事務局の方

から説明をお願いします。 

〇白石創生推進係長 

資料 3の人口ビジョンの改定作業について、でございます。あと参考としまして、

お配りしております「白石町人口ビジョン令和 2年 3月改訂版」も併せてご覧いただ

ければと思います。説明につきましては、資料 3に沿ってさせていただきたいと思い

ます。今回の人口ビジョンの改定作業につきましては、約 5年ぶりとなります。第 3

期総合戦略の策定とあわせて、人口ビジョンも並行して改定作業を行っております。

資料 3の 1、人口推計でございます。まず期間です。2025 年から 2065 年までの 40年

とします。現行ビジョンの方も 2065 年までとなっております。次に推計のエリアです

けど、町全体、それから現在の小学校区単位としております。続きまして、推計の方

法です。推進方法はコーホート変化率法という方法で行います。これは、過去におけ

る実績人口の動態から変化率を求めて、それに基づき将来人口推計する方法です。コ
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ーホート変化率法は小規模地域の推計に最適と言われております。ちなみに社人研(国

立社会保障・人口問題研究所)や日本創成会議では、コーホート要因法が用いられてお

ります。今回の算出方法を具体的に申しますと、2019 年から 2024 年のコーホート変

化率を算出した上で、2020 年の人口と掛け合わせて、2025 年の人口を算出します。こ

れは現行の人口ビジョンが 2025 年、2030 年といった 5年単位で推計しておりますの

で今回の推計の年の対応を合わせるためこういった手法を用いています。最後にデー

タは住民基本台帳データとします。現行のビジョンは国勢調査のデータとなっていま

す。国勢調査は、令和 2年のデータが現在最新となっています。次は令和 7年に実施

されます。そういったことから最新の住民基本台帳データを用いております。なお、

国勢調査と住基台帳では、特に大学生の世代に開きが出る傾向にあります。 

続きまして 2番目のシミュレーションです。条件 1として、0歳から 64 歳の流入促

進、または流出阻止が毎年 100 人実現、毎年 100 人を取り戻すとしております。現在

本町の人口は、毎年 300 数十人ずつ減少しております。この減少を 100 人取り戻すと

いうことになります。現在の状況でいくと、毎年 300 数十人の人口減少を 200 数十人

の減少にすることが目標となってきます。この 100 人の内訳につきましては、資料の

通りとなります。それから条件 2として、合計特殊出生率は現状と同じとしておりま

す。これは、現在の出生率を将来推計でも用いるということです。なお、資料には記

載していませんが、今回の推計においては学校再編に伴う影響は加味しておりませ

ん。それでは 1枚めくっていただきまして、左 1ページの方が白石町全体の現状推

移、右の 2ページの方がシミュレーション版となっております。左の図 1のところを

見ていただきますと、2025 年で人口 2万 781 人、高齢化率 38%。それから右に行きま

して、2065 年で 8014 人、高齢化率 50%の予測が出ています。それから右の方いきまし

てシミュレーション版となります。毎年 0歳から 64 歳までの 100 人を取り戻した場合

となります。ここを見ていただきますと、一番右側の 2065 年で 1万 1791 人、高齢化

率が 43%となります。それでは次のページをご覧ください。3ページと 4ページにつき

ましては白石小学校区の人口推計となっています。白石小学校区の方は比較的なだら

かな人口減少となっており、シミュレーションでは横ばいの予測が出ております。こ

れと対比し対照的なところが、7ページと 8 ページをご覧ください。7ページ 8ページ

は須古小学校区となります。ここご覧の通りかなり人口減少が進み、高齢化率も高く

なっております。また、小学校区ごとに現在の人口減少で減っていった場合の現状推

移版と、100 人を取り戻した場合のシミュレーション版ということで添付しておりま

す。詳細につきましては後ほどご覧いただきたいと思います。簡単ですけれども、説

明の方を終わります。 

〇会長 

それでは、ただいまの説明についてご質問等をお受けしたいと思います。どなたか

ご質問ございませんでしょうか？ 

〇委員 

資料の説明資料の説明で、例えば全体でもいいのですが、図 2のコーホート変化率
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の見方についてもう少し詳しく教えていただけないでしょうか？ 

〇白石創生推進係長 

コーホート変化率につきましては、5年間の人口の減少率を 5歳階級ごとに算出

し、その変化率を将来にわたってかけていくといった方法となります。 

〇会長 

他にございませんか。 

〇委員 

先ほどの委員の意見に関係するのですが、100 人を足すっていうのはどの年齢層に

足しているのか気になります。 

〇白石創生推進係長 

100 人の内訳ですが、0歳から 64歳までの現在の人口比で案分して振り分けており

ます。 

〇委員 

はい、ありがとうございます。その 100 人っていうのは、例えば六角小学校区、白

石小学校区など全部 100 を加えるということでしょうか。 

〇白石創生推進係長 

失礼しました。小学校区ごとの内訳は、この資料 3の 1枚目の紙ですね。白石小学

校区でいきますと 100 人のうち 14.5 人となります。 

〇会長 

他にないでしょうか。では次に(2)第 3 期(令和 7～10 年度)総合戦略の策定シートに

ついて、に入りたいと思います。まず第 3期の期間でございますけども、前回の会議

で事務局の方から説明をしておりましたように、令和 7年度から 10 年度までの 4年間

ということで考えております。まずこのことについて、繰り返しになりますけども、

事務局の方から説明をお願いします。 

〇白石創生推進係長 

先ほどありましたとおり、第 3期総合戦略の期間を令和 7年度から 10 年度までの 4

年間ということで考えております。現在の第 2期総合戦略が令和 2年度から 6 年度ま

での 5年間となっておりまして、今回 4年間ということでございますが、国の総合戦

略の方が 9年度までとなっております。国の期間と合わせた方がわかりやすいという

考えもありますけれども、今後令和 10 年度以降の国の方針が出されたときに、それを

町の総合戦略に落とし込む期間が 1年程度あった方が良いのではということで、1年

ずらして令和 10年度までとしたいというふうに考えております。ただ今後、総裁が変

わられたこともありまして、国の動きを見ながら柔軟に対応していきたいと思ってお

ります。以上です。 

〇会長 
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ただいま説明ございましたように、国の計画期間である 9年度までに合わせた形で

で、1年延ばした 7 年度から 10 年度までの 4 年間ということでございます。このこと

について皆さん方から何か異議等あればお願いしたいと思います。よろしいですか。

それでは、白石町の計画は 4年間ということで進めたいと思います。よろしくお願い

いたします。それからこの計画の名称については、今回の会議ではなく、次回検討よ

ていとのことでございますので、次回お願いをしたいと思います。それでは第 3期総

合戦略の策定シートの協議について入っていきたいと思います。まず 1ページから始

めていきたいと思います。事務局から説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

続きまして資料 4 についてご説明いたします。資料 4、第 3期総合戦略策定シート

についてです。まず初めに総合戦略を策定するにあたっての考え方として、国の総合

戦略に基づくこととしております。国では全国どこでも、誰もが便利で快適に暮らせ

る社会を目指すデジタル田園都市国家構想の実現に向け、デジタル技術の活用によっ

て地域の個性を生かしながら、地方の社会課題解決や魅力向上の取組を加速化、深化

することとしています。この構想の実現を図るために、国においては令和 4年 12 月

23 日に第 2期まち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改定し、令和 5年度を初年

度とする 5か年のデジタル田園都市国家構想総合戦略を新たに策定しました。地方に

おいては、まち・ひと・しごと創生法に基づき、国の総合戦略を勘案し地方版総合戦

略を策定するよう努めなければならないこととされております。国の総合戦略におけ

る施策の方向として、地方の社会課題解決・魅力向上として、まず 4 つの基本目標で

すね。1.地方に仕事をつくる。2.人の流れをつくる。3.結婚・出産・子育ての希望を

かなえる。4.魅力的な地域をつくる。こととしております。 

このことを踏まえまして、本町の第 3期総合戦略の基本目標、この 1ページでいく

ところの基本目標 1 ですね。国では地方に仕事をつくる、としていますが、第 3期で

は「白石に仕事をつくる」と検討しております。2.人の流れをつくる、3.結婚・出

産・子育ての希望をかなえる、4.魅力的な地域をつくる、とするよう検討しておりま

す。具体的な施策、KPI については委員の皆様と見直しをしていきたいと思います。 

この資料の 4ですが、ページの左側は現行の第 2期総合戦略を記載しております。

右側は第 3期総合戦略策定に向けて各関係課に照会をし、とりまとめたものを記載し

ております。黒字については第 2期総合戦略同様に引き続き推進していくもの、赤字

については文言や表現を見直したもの、新たに追加したものとしております。まず右

側基本目標①白石に仕事をつくる。ここをまず検討をしております。このページの

KPI が、地域おこし協力隊の隊員採用数が 4 年間で 5 人。続きまして出店数が 4年間

で 2店。企業の誘致が 4年間で 2社。このページでは、(1) 域活性化の仕事へのチャ

レンジ支援を新たに付け加えました。施策の内容としては、地域おこし支援や地域協

力活動を行う地域おこし協力隊を受け入れていきます。実施事業としては、令和 7年

度：地域おこし協力隊募集・採用、令和 8～10 年度：地域おこし協力隊活動支援とし

ております。(2)に関しましては、第 2期では働く人たちに優しい空間づくり、でした

が「優しい」という文言を削除しました。施策の内容としては同様に行ってまいりま
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す。(3)は少し言葉を変え、企業誘致の推進としました。第 2期では企業誘致するため

の候補地の確保としていましたが、第 3期では、候補地の確保も含んだ企業誘致の推

進としました。県と連携を図りながら、初期投資や運営面での支援策、便利な交通ア

クセス、災害の少なさなど本町の強みを生かして企業誘致を積極的に推進することと

しています。実施事業としては、白石町に適応した企業を誘致するため、業種の研

究・情報収集を行い、白石町企業立地の促進に関する条例における優遇制度を活用し

た誘致検討を行います。このページに関しては私の説明は以上になります。 

〇会長 

今日は各課課長も出席をしております。ただいま 1ページについて説明がございま

したけども、担当課長の方から説明があればお願いします。 

それでは委員の皆様からご意見、ご質問をお受けしたいと思います。本日の資料は

たたき台ということで、わかりにくいところや、こういった KPI があった方がいいと

か、こういった分野もあった方がいいのではないかとか、もう何でも結構ですので冒

頭申し上げましたように来た旨ご意見を出していただければと思います。よろしくお

願いします。どなたかご意見、ご質問等ございませんでしょうか？ 

〇委員 

地域おこし協力隊は募集のときにテーマを絞って募集されることもあるかなと思う

のですが、どんな人材を募集されたいっていうのは今のところありますか？ 

〇総合戦略課長  

今現在内部検討中でございます。総合戦略課といたしましては、やはり今地域づく

り協議会の設立準備を行っておりますので、まず地域づくり系。それと当然観光協会

ができますので、観光系。それとスポーツ系を考えております。その他ですね、実は

これ佐賀県知事も肝いりの事業になっています。今まではですね、地域に活力を与え

るために地域おこし協力隊を活用しようというようなスタンスでしたが、今後は定住

移住に直接的に繋がるという意味も含め、若干のボリューム感を持って佐賀県内に人

口を誘導しようというような動きがございますので、そういったところにも他分野で

活用してまいりたいと思っております。以上でございます。 

〇会長 

また最後の方でも時間をとりたいと思いますので、何かあればまた後で出していた

だきたいと思います。それでは先に進みたいと思います。次は 2ページでございま

す。説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標①の 2、「新規就農者及び農業後継者の育成・確保」についてとなっており

ます。こちらのページはほぼ第 2期からそのまま第 3期の方に引き継ぎ推進していく

こととしました。右ページ施策の(1)のみ赤字で記載していますが、第 2期で新規就農

者確保対策協議会だった部分が、第 3期では白石町農業技術連絡協議会に変わってい

ます。以下は第 2期と同様です。このページの施策 3つに関しましても、KPI はその
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まま引き続き、新規農業従事者が 4年間で 80 人、しろいし農業塾卒業者の農業従事者

数が 4年間で 12人、農業従事者(被雇用者)が 4年間で 5人としています。簡単ではご

ざいますが、こちらのページに関しては以上となります。 

〇会長 

担当課長の方から何か補足説明はありますか。それでは委員皆様からご質問ご意見

等をお受けしたいと思います。 

〇委員 

前のページも一緒でしたが、資料 2の創生推進会議の評価で、評価について KPI が

有効であったとか、有効でなかったとかその他っていうふうな資料が取りまとめてあ

り、それに対しての意見等がありますが、そのあたりを与してこの資料等は作られて

いるのかなと思っています。その辺についてのご意見をちょっと聞かせていただけた

らと思っております。 

〇農業振興課長 

ご指摘の通り、検証結果を受けまして今後の見通し等も立てて、この戦略について

は、見直しを行ったというところでございます。 

〇委員 

少し具体的な、例えば(3)で何か少し変えられたとか、逆にいろいろあるけどそのま

ま進められているとか、そういうふうな具体的な事例がありましたらお願いいたしま

す。 

〇農業振興課長 

(3)については KPI の方のみ見直しを行っているところですが、令和 5年度の実績で

1 名だったということで、この農の雇用の事業につきましては、市町村県等が参加す

る佐賀県農業会議所というところが、農の雇用事業を行っております。そこで町から

も紹介することもありますが、昨年度の実績を考慮して KPI は減らしているというと

ころがございます。 

〇会長 

それでは 3ページの説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

続きまして 3ページ基本目標①の 3、「新しいことへ挑戦する人への積極支援」で

す。こちらのページの KPI ですが、企業・創業者数を 4年間で 20 人、「なたね(ナナシ

キブ)」の面積拡大を、令和 6年度の 8ヘクタールから令和 10 年度までに 20 ヘクター

ルとしております。具体的な施策としましては、施策(1)、こちらに関しては第 2期か

ら引き続き白石町創業者支援制度を引き続き行ってまいります。施策(2)では、第 2期

では総合戦略課の方で地方創生の起業支援金で起業を支援するという部分ですけれど

も、ここは第 3期では(1)に統合することとしております。これは起業支援金が県の事
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業ということで、申請等の窓口業務が総合戦略課の方でありませんので、第 3 期では

統合することとしました。施策(2)ブランド化農産物の作付け拡大に関しては、「璃の

香」について今後生産量の増加が予想されるため、販路拡大に向けた取組を実施して

いきます。また、菜種油の原料となる「なたね(ナナシキブ)」について作付拡大を図

り、白石町産だけで搾油ができる面積拡大を目指します。この 2品種をブランド化農

産物と位置付け、推進を行っていきます。実施事業としては国庫事業等を活用し、「璃

の香」を原材料とした加工品の研究、新たな販路の開拓に向けた商談会への参加、「な

たね(ナナシキブ)」の作付拡大に向けた支援としております。3番目の施策、商工業

者などへの支援については第 2 期から引き続き、推進することとしております。 

〇会長 

ただいま 3ページの説明でした。このことについて何かご質問ご意見ありましたら

お願いします。次 4 ページに入ります。説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標①の 4、「ふるさとで活躍する人材の育成」になります。KPI に関しまして

は、企業・CSO・町等と学校が連携する取組の数を、4年間で 20回としております。

これは第 2期の KPI に CSO という言葉を加えております。実施する施策としては、(1)

“ふるさと学”の推進。こちらに関しては第 2期から同様に引き続き推進を行ってま

いります。(2)地元定着の促進。施策名は同様ですが、内容を変更しました。大学高等

学校及び企業等と連携し、若年者の地元定着、郷土愛の醸成、起業意欲の醸成を図る

取組を行います。実施事業としては、若年者地元定着促進事業、白石高校および佐賀

農業高校との連携。白石高校については地域連携の実施ですね、総合的な探究の時

間、佐賀農業高校に関してはサノボヌール、サノンマルシェの実施、放課後起業クラ

ブの事業となっております。 

〇会長 

それではご質疑、ご意見ありませんでしょうか？はい。 

〇委員 

今回、KPI の方で CSO を付け加えられたということですけど、具体的にどういうふ

うな CSO あたりを考えたおられるか教えていただけたらと思います。 

〇白石創生推進係長 

これまでも企業等の「等」という部分に CSO は含まれていました。これまで CSO と

の連携した活動が多かったもので、企業・CSO・町等と表記しています。具体的には白

石高校の方とさせていただいています地域づくり協議会やさくらむすび、SHIROISHI 

Innovation Lab 等が CSO というところになるかなと思っております。 

〇会長 

それでは次 5ページの方に行きたいと思います。説明をお願いします。 
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〇白石創生推進係主事 

基本目標②に入ります。基本目標②は、「ひとの流れをつくる」としております。1.

白石町の魅力発信ですね。こちらのページの KPI に関しては、新規で作った KPI が多

いです。まず道の駅来場者数を、令和 5年度の年間 76 万人を、令和 10年度には年間

100 万人とする。2つ目の KPI、町外催事への参加回数を、令和 5年度の 5回を令和 10

年度には 10 回とする。3つ目の KPI、町公式 LINE 登録者数を、令和 5年度末の 800 人

を令和 10年度末には 2,000 人にする。4つ目の KPI、在京ふるさと会 SNS 会員数を令

和 10 年度に 300 人としております。具体的な施策としまして(1)道の駅運営支援。こ

ちらは第 2期から引き続き行います。実施事業として、令和 10 年度に開業 10 周年を

迎える「道の駅しろいし」の PR 企画等を考えられております。(2)特産物等に関する

情報発信。特産物等の情報発信を通じて町を知ってもらい、ファンの確保や交流・移

住人口に繋がる町の PR活動を行います。町外催事イベントへの参加による特産物の

PR 活動や、SNS を活用した町特産物 PR キャラクター「しろいしみのりちゃん」による

町の PR 活動としております。(3)町民に向けた町の魅力発信ですね、広報戦略に基づ

き、町公式 LINE 等 SNS により、町民に向けて本町のブランドメッセージやブランドロ

ゴ等を使い町の魅力や情報発信することにより、シビックプライドの醸成を行い町民

に町への愛着や誇りを感じていただくことで転出者の減少を図ります。実施事業とし

て、LINE 等 SNS による町民に対する情報発信の充実としております。(4)在京ふるさ

と会との連携強化。こちらは第 2期に(3)関係人口の拡大とありましたが、ピンポイン

トで在京ふるさと会を施策に挙げております。本町の出身者などと継続的に関わって

いき、町の魅力発信や都市部との交流などに繋がる取組を行います。実施事業とし

て、在京ふるさと会等との交流とします。 

〇会長 

補足説明はありますか。 

〇総務課長 

広報情報係です。第 3期の方で、KPI に町の公式 LINE の登録者数の増を掲げており

ます。令和 5年度末で 800 人であったものを、10 年度末までに 2,000 人まで拡充しよ

うということで考えているところです。第 2 期で計画を上げておりました、がばいよ

かとこ発信事業では、SNS 等を活用しながら情報発信を行った結果、ホームページア

クセス数も一定程度増加をしております。またテレビ、ラジオ等を使用して情報発信

をしましたので、視聴者からも問い合わせ等は多く寄せられており、一定の効果があ

ったと考えているところです。しかしながら、似通った内容のことを各々の課で行っ

ているように感じる場面がございましたので、情報発信については目的やターゲット

を明確にしながら、効率的に行う方がいいのではないかと考えているところです。そ

ういうことで、今年度総務課広報情報係といたしましては、広報戦略を策定する計画

にしております。町民や町外向けに白石町の魅力や施策、事業などを効果的に伝える

ために、ターゲットや目的、役割を明確化したいと考えております。その中で総務課

広報情報係としましては、町民に向けたまちの魅力の発信を強化したいということで
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今回新しく KPI を上げさせていただきます。町の公式の LINE につきましては、今年度

入ってから、プッシュ型と申しますか、各担当課の事業をもっと知ってもらうため

に、やはり押し売りもする必要があるのではないかということで、積極的に LINE で主

だった事業について発信をしている状況でございます。そういうものを利用しなが

ら、白石町の魅力を白石町民自体に理解をしていただけるように頑張っていきたいと

思っているところです。そういうところで新しい KPI ということで、第 2期の KPI で

あった町ホームページアクセス数から、町公式 LINE の登録者数の増としました。 

〇会長 

ご質疑、ご意見ございませんでしょうか？ 

〇委員 

町外催事イベントへの参加による特産物の PR 活動ということですが、町外というの

は県内なのか、県外なのか具体的にイメージされているのかを聞きたいです。 

〇商工観光課長 

今後の計画といたしましては、これまでも行ってまいりましたが、町の特産物など

の PR 事業ということで、首都圏、主に東京都、横浜などでの首都圏での PR 事業です

ね。玉ねぎ、レンコン、イチゴをメインとして毎年物販等を行ってきております。そ

の辺についても今後も続けていきたいと思っております。また、天神や博多駅周辺で

の PR 事業なども計画していきたいと思っています。実際天神などでも毎年実施をして

いるところでございます。基本的には首都圏、関西圏、そして福岡市というところを

ですね基本に町外の催事というところでは考えています。 

〇委員 

ありがとうございます。そうしましたら令和 5年度の 5回は全て県外、首都圏、関

西圏の回数と思っていいですか。 

〇商工観光課長 

はい。 

〇委員 

町外だけど県内、例えば佐賀市内でのイベント等、白石町以外の県内の自治体での

催事はここの数字には出てきてない。 

〇商工観光課長 

ここの 5回については、首都圏が 3回、福岡市が 1回、佐賀空港のスイートコーン

販売会が 1回です。 

〇会長 

それでは先に行きたいと思います。6ページの説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 
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基本目標②の 2、定住促進、移住支援です。まず、KPI は、第 2期から引き続き空き

家・空き地バンク登録件数を 4 年間で 60件。第 3期では新たに浄化槽設置数を KPI に

設定し、4年間で 180 基です。移住・定住者数は担当する係が 2つありますので、現

段階では 2つに分けております。Dの移住・定住者数はずっと住まいる応援事業で住

宅の新築や建売中古住宅を購入された方等を支援することによる移住・定住者数で、4

年間で 400 人としました。Eの移住・定住者数は東京圏や佐賀県外からの移住支援金

を活用された移住・定住者数で、4年間で 50 人と設定しております。具体的な施策と

しましては、(1)空き家・空き地バンクを活用した支援というところで、第 2期ではお

試し移住を入れていましたが、第 3期では削除しています。空き家・空き地バンク制

度を継続し、移住・定住の促進、空き家の有効利用を図ります。(2)～(4)に関して

は、第 2期から引き続き同様に推進することとしております。 

〇会長 

それではただいまの説明についてご質問、ご意見等ありましたらお願いします。 

〇委員 

浄化数の設定数が 4年間で 180 基というのはわかるのですが、重点期間が設けられ

ていたと思います。その辺との整合性は大丈夫かどうかということをお聞きしたいと

思います。 

〇生活環境課長 

この浄化槽に関して、現在浄化槽を設置する場合、白石町には下水道エリアと浄化

槽設置区域エリアの 2つがあります。浄化槽設置区域エリア内で設置する場合におい

ては補助金を交付しています。この補助金については、本来の国の補助基準額がござ

いますが、従来白石町では水洗化率が悪いため、町で上乗せ補助を行っておりまし

た。国は水洗化率の向上ということで令和 5 年から令和 8年まで重点推進期間として

汲み取り便槽と単独浄化槽から合併浄化槽に切り替えをする場合、新築を除いてです

が、その場合は宅内配管の補助と便槽、また単独浄化槽の撤去に対して補助の拡充が

始まりましたので、白石町でもその国の補助制度を利用して、令和 5 年度から令和 8

年度までの期間ではありますが、補助の拡充を行っています。この個人設置数が前回

は 5年間で 300 基に対し、第 3 期では 4年間で 180 基としています。少なくなったよ

うに感じると思いますが、ここ数年間では年間 40 基程度の申請でしたので、それにプ

ラスアルファで 180 基としました。 

〇会長 

7 ページの説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標②の 3、地域観光資源の再発見です。KPI として、観光入込客数を、令和 6

年度の年間 893,000 人から令和 10年度には年間 1,071,000 人としております。Bの

KPI に関しては、第 3期から新しく設置しました。歴史関連講座開催数・参加者数で

す。歴史関連講座開催数を年間 15回、参加者数を年間 400 人と設定していまます。第
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2 期の観光ルート数は撤廃し、第 3期では、町ホームページ内観光サイトへのアクセ

ス数を新設しています。令和 6 年度の年間 60,000 件を、令和 10年度には年間 72,000

件としております。具体的な施策として(1)地域資源の魅力の再発見。地域資源の魅力

の再発見及び磨き上げにより、誘客効果を高め、消費促進と認知度向上を図ります。

専門家の招請による地域資源の新たな価値の創出、地域資源のブランディング支援と

しております。(2)文化財の再発見。こちらは内容が変わっておりまして、須古城跡の

国史跡指定に向けた取組を行います。「遺跡」を観光資源として活用できるよう整備を

図ります。実施事業としましては、須古城跡の国史跡化に向けて令和 7年度から 10年

度にかけて、各環境整備や各調査、指定に向けた申請書の提出等の計画をしておりま

す。歴史関連講座の開催については、須古城跡や町内の遺跡をテーマに、現地説明会

や出土品と展示案内を取り入れた講座を開催するとしております。(3)交通手段の拡充

(観光客の利便性の向上)。町内を訪れた観光客が、手軽に町内を観光できるような環

境を整備します。実施事業としては、予約制観光タクシー等の導入、観光客向けの交

通手段の検討としております。(4)中長期的な観光戦略の策定。こちらは第 2期の 4番

目の施策の文言を変えております。しろいし町観光協会と密に連携しながら、町の観

光振興の基本となる計画を策定し、白石町の認知度の向上と観光を通した地域活性化

に取り組みます。実施事業として、白石町観光振興基本計画の更改(第 2次白石町観光

振興基本計画の策定)の検討、町ホームページ内の観光サイト運営や町 SNS の活用によ

る情報発信としております。 

〇会長 

それではただいまの説明について、ご質問ご意見等お願いします。 

〇委員 

ホームページ観光サイトの運営についてなんですけれども、いろいろな観光地があ

る中で、観光サイトを見ていただいて白石町に来ていただくっていうからには、かな

りの魅力内容とか写真等、魅力があるものが必要になるかなと思いますが、その辺に

対しての準備やお考えというのを具体的にお話いただければと思います。 

〇商工観光課長 

町のホームページ内の観光サイトという部分も、現行のものから見直しをしていき

ながらやっていきたいと思っています。また、観光協会をしろいし町観光協会という

名称で今年度立ち上げる予定でございます。そして観光協会の方でホームページ観光

を中心としたサイト運営をやっていきますので、行政の方と観光協会の方で役割を分

けながら、魅力あるホームページを運営していきたいと思っています。魅力ある、と

いうのも口では簡単に言いますけども、データを基にある程度ニーズを絞り、SNS も

しっかりと活用しながら戦略的に白石町の情報発信をやっていきたいということで今

現在検討をしているところです。 

〇委員 

それではこれから観光協会と改めて作り直していかれるということで。 
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〇商工観光課長 

観光協会の立ち上げを年内に、観光協会の方のホームページの作成と合わせて白石

町のホームページの観光ページも見直しをかけていきたいと思っております。 

〇委員 

お尋ねした理由が、10年以上前だと思いますが、以前ホームページ作成の際、写真

素材がなかったということで、私のフェイスブックから写真を使っていいですかとい

うことで連絡が来て、何かお役に立てるのであれば使ってくださいとお伝えをしまし

た。私は学習塾をしているのですが、結果その CM になるくらい使っていただきまし

た。それはイコール素材がなかったのだと思います。直接は聞いていませんが、想像

するに、白石町へのお尋ねがあったけれど素材がなかったのではないでしょうか。年

間として魅力のある写真を意識して撮り溜めていただいていただきたいなというお願

いです。よろしくお願いいたします。 

〇商工観光課長 

ご意見ありがとうございます。移住・定住の関係になりますと、また担当も分けな

がら取り組んでいきたいと思っております。ありがとうございます。 

〇会長 

次のページに行きます。8ページです。説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

こちらのページから基本目標③になります。結婚・出産・子育ての希望かなえると

しております。ここの部分も、第 3期では国に合わせた文言と検討しております。1.

結婚推進対策の充実。こちらのページの KPI に関して、まず追加したのが、婚活イベ

ントの実施回数を 4 年間で 40 回と設定しております。また、第 2期で成婚数としてい

た表現を、支援組数としました。新婚世帯に支援をする制度ですが、成婚数という表

現では婚姻届を提出された数と誤解しますので、実際申請をされ、この支援を受けら

れた組数と表現を変えております。施策としては、(1)婚活サポート事業の拡充、(2)

結婚新生活支援、で、内容に関しては第 2期から引き続き推進を行っていくところと

しております。 

〇会長 

それはこの事についてご質問、ご意見ございましたらお願いします。 

〇委員 

農協青年部で婚活のイベントを独自で毎年やっているのですが、県の方からこの補

助が出るっていう話をちょっと聞いたことがあります。そういうのは町も一緒になっ

て申請を白石町の方にすれば、青年部の方でもそれが使えるっていうことでしょう

か？ 

〇白石創生推進係長 
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はい、県のさが未来アシスト事業という事業があります。そういった JAの青年部

や、まちづくり団体が実施主体となってする活動に支援をするものです。ですので、

また今後、実施される場合はぜひ活用していただきたいと思っておりますので、もし

早めに計画を決められて町にご相談いただければ、県の方に相談したいと思います。 

〇会長 

それでは次 9ページに行きたいと思います。 

〇白石創生推進係 

はい、基本目標③の 2、出産支援となっております。こちらのページの KPI に関し

ましては第 2期が合計特殊出生率としておりましたが、第 3期では出生数と検討して

おります。数値に関してはですね人口ビジョン等を勘案しながらもちょっと数値を今

検討中でございまして、一応今日の段階では数値は載せておりません。また、施策に

関して、不妊治療制度の拡充については、令和 4年度から不妊治療が保険適用の治療

となり、令和 6年度の白石町への申請件数が大幅に減少しているため事業の廃止を検

討しています。(2)多子世帯への助成については、第 2期から引き続き行います。そし

て第 3期で新たに追加するのが、(3)育児支援券のプレゼントです。子育てを応援して

いるという町の気持ちを、ギフト券プレゼントすることで伝えていきます。こちらは

令和 5年度から実施しており、出産後の乳児全戸家庭訪問時に育児支援券をプレゼン

トします。育児支援券は育児用品に限定して、欲しいもの・必要なものが購入でき、

高額な商品代金の一部に使用することが可能です。 

〇会長 

それではご質問、ご意見ありましたらお願いします。私から、検討中の KPI は、次

回には示すということですか。 

〇保健福祉課長 

前回の第 2期では、KPI に合計特殊出生率を挙げておりました。新聞等でありまし

たが、東京の合計特殊出生率が 1.0 を割り込み、全国的に出生率もかなり低下をして

きております。そういったことで、このまち・ひと・しごと創生総合戦略が活用でき

るとは思っておりますが、合計特殊出生率は年度によってかなり上下をいたします。

なおかつ定期的な統計の数字がなかなか出てこないということもあり、第 3期におい

ては、出産・子育て支援ということならば、出生数を KPI としてあげるのが妥当では

ないかということで今回挙げさせていただいております。実際の数値目標といたしま

しては、人口ビジョン等でも人口が減少するという流れになってきておりますので、

高ければ現状維持、もしくは人口ビジョンも若干高い数字を出生数の目標として持っ

ていければなというふうに考えております。 

〇会長 

他ございませんかね。 

〇委員 
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育児支援券とはいくら分ぐらいですか。ちょっと気になったもので。 

〇保健福祉課長 

すみません、少ないですけども 4,000 円です。申し訳ないです。 

〇会長 

他ございませんか。 

〇委員 

これは出生数を増やすための施策ということでよろしかったでしょうか？育児支援

金を大体 4,000 円ぐらいお渡しをするので、もう 1人いかがですかっていうちょっと

ダイレクトすぎませんか。 

〇会長 

そうですね、4,000 円のギフト券で子供をもう 1人、とは思わないと思います。あ

くまでも我々町は出産された子供が増えたということに対して、もうおめでとうと。

我々もちゃんと把握していますよ、見ていますよというふうな意味を込めて発送して

おります。以上です。 

〇委員 

応援しているという気持ちということでギフト券、ということで伺いましたが、何

があったら本当に気持ちが伝わるかなと思ったときに、メッセージとか、何かギフト

券だけではなくって、訪問時っていうことですのでお言葉もあるのだと思いますが、

そういう何かプラスで伝えていただけるものがあると、仕事柄たくさんのお母様方と

一緒に関わっていることがありますので、そういうところもプラスでしていただけた

らなと思います。 

〇保健福祉課長 

そうですね、ここに関しては出産支援ということで次の方のページに記載していま

す。この中でも(6)ですが、切れ目のない子育て支援ということで、妊娠がわかったと

ころで、母子手帳や出産もしくはその前後の不安な時期に保健師が訪問し、相談にの

るということで、ずっと継続して行っております。その中の一環として、この育児支

援券をお渡ししています。この中で、封筒の方にもおめでとうございましたというこ

とで一言添えるようにいたしております。 

〇会長 

他ございませんか。はいそれでは次に行きます。10 ページです。説明をお願いしま

す。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標③の 3、子育て支援についてです。こちらの方のページの KPI ですね、上 2

つは第 2期から引き続き、子育ての感じ方満足割合(就学前児童親)を令和 6年度の

43%から令和 10年度には 45%、子育ての感じ方満足割合(小学生親)を令和 6年度の 36%
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から令和 10 年度には 40%という目標としております。新たに母子手帳アプリ登録者男

性割合を、令和 6年度の 3%から令和 10 年度には 10%としております。子ども家庭セン

ターの設置は、令和 6年度の 0 ヶ所を令和 10 年度までに 1ヶ所としています。具体的

な施策に関しては、(1)病児・病後児保育の実施。第 2期では利用可能施設の拡充に取

り組みますとしていたところを、第 3期では利用可能施設の周知に努め、保護者の負

担軽減を図ります。と表現を変えています。(2)一時預かり事業等の充実に関しまして

は、対応する園の拡充というところで引き続き行ってまいります。(3)子育て支援の情

報発信強化。町内で実施されている子育て支援事業等の情報を集約し発信すること

で、白石町の魅力を伝えるとともに、子育て世代の不安の軽減を目指します。こちら

は母子手帳アプリの利用促進と情報発信の充実としております。(4)子育てに関するワ

ンストップ相談体制の整備。令和 2年 1月に子育て世代包括支援センター、令和 4年

に子供家庭総合支援拠点を保健福祉課内に設置し、相談支援体制を強化しています。

令和 8年度までには、この双方の機能を担う「子ども家庭センター」を設置し、ワン

ストップの相談体制を整備します。実施事業として、保健福祉課では令和 8年度まで

に「子ども家庭センター」を設置、障害児に係る相談は長寿社会課や障がい者総合相

談支援センターと連携し、必要な支援を行います。学校教育に関して、保健福祉課を

拠点とし、双方向での情報共有を行う。相談対応の他、学校からの情報等を支援に繋

げるとしております。(5)公園施設の充実。白石中央公園、福富マイランド公園、有明

スカイパークふれあい郷などの主要公園で、子育て世代の意見を採り入れて、もっと

子供が遊びやすく、他市町村からも人が集まるような魅力のある公園整備を行いま

す。実施事業として、遊具施設・休憩所の見直しを検討します。老朽遊具等の撤去、

新規遊具等の設置、インクルーシブ遊具の充実、熱中症対策に必要な休憩施設の充実

としています。(6)切れ目のない子育て支援の実施。町内のすべての子どもとその家庭

を対象に、妊娠期から子育て期にわたり子育て支援機関や医療・福祉の専門機関と連

携し、継続的に支援をしていきます。「妊婦相談」から始まり「乳幼児全戸訪問」、「子

供の医療費助成」、「子育て相談室」、「保護者、乳幼児の交流の場開設」、「ひとり親家

庭への支援」、「小学 6年生、中学 3年生の給食費無料無償化」、「子どもの貧困対策」

などを継続して行います。 

〇会長 

はいそれではご質問、ご意見等ありましたらお願いします。 

〇委員 

この中で、町内外からでも利用できる遊具施設公園等のお話はありましたが、全天

候型というか、例えば佐賀市や鹿島市では、屋内で子どもたちが自由に遊べるような

場所、もしくは居住地を問わず遊べる児童館的なところは白石町にありますか？もし

なかったら、そういうところを検討していただきたいと思います。今元の有明町役場

のところにある子育て支援センターのところでは、小さな子供たちは来ていいけれど

も、そのお兄ちゃんお姉ちゃんになるちょっと大きな子たちはご遠慮くださいってい

うのを聞いたことがあります。今どうなっているかわかりませんが、兄弟で見ている
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人に、小さな子供とか分けることはできないと思います。佐賀市のほほえみ館の前に

ある児童センターの方では、みんなが遊べるようなところがいろんな区域をパーテー

ションに分けてじゃないですけど、あります。いろんな遊びができます。そういう場

所を白石町内に、もしよかったら作っていただけると、自分のところの孫っていうの

もありますが、やっぱりお友達は県内にいろいろ点在していますので、その人たちと

遊べる場所、みんなと触れ合える場所がお母さんたちにも提供できるのではないかと

思いますのでご検討ください。 

〇生涯学習課長 

小さいお子さんから小学生程度のお子さんまで一緒に遊べる屋内施設があったらと

いうことですけども、確かにそういう施設が今現在は白石町内にございません。今言

われました交流館ですね。有明にある交流館のゆめてらすの中に就学前未就学児のお

子さんが遊べるスペースはございますが、小学生になったお兄ちゃん、お姉ちゃんま

で一緒にということはできないというふうになっています。今後財政が厳しい中、今

後の学校の統合あたりも含めて考えていかなければいけないと思っているところで

す。 

〇会長 

はい、それでは次、11ページに行きたいと思います。説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標③の 4、教育環境の整備です。まず施策として、教育環境の整備内容とし

ては教育環境を向上させるため中学校に引き続き小学校の再編、整備を行います。実

施事業としては小学校再編計画に基づき、有明地域 3小学校および白石地域 4 小学校

それぞれ 1校に再編する。開校に向けて新しい学校作り準備委員会で具体的事項につ

いて協議、決定していくとともに、学校施設の整備を行うとしております。令和 8年

度有明小学校開校予定、令和 12 年度白石地域新設小学校開校予定となっております。

学校再編に係る施設整備として有明小学校の令和 8年開校に向けた旧有明中学校施設

の改修、福富小学校の大規模改修、白石地域新設小学校建築工事、白石中学校物質等

の改築となっております。(2)コミュニティ・スクールの導入・継続に関しましては第

2 期から引き続き、推進を行ってまいります。こちらのページの KPI に関しまして

は、第 2期では目標として、町内全小中学校としていましたが、数値で表すことが難

しいことから、このページに関する KPI は要検討というところです。 

〇会長 

それではご質問、ご意見等ありましたらお願いします。それでは次の 12ページに行

きます、説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標④の 1、魅力的な地域をつくるとしております。こちらも国の総合戦略、

魅力的な地域をつくるという言葉を引用しています。1.町民協働によるまちづくり。

KPI に関して、地域づくり協議会の設立数を、令和 10 年度までに累計 6か所と文言を
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変更しました。また、地域づくり団体設立・活動支援事業の活用件数を、4年間で 20

件としております。第 2期であった NPO 法人の設立数は削除しています。具体的な施

策として、(1)地域づくり協議会の設立支援、生活環境など地域の問題を地域住民が主

体となって解決するため、地域内の各種団体などで構成する地域づくり協議会の設立

を支援します。この地域づくり協議会には、若者や女性の積極的な参画を促します。

事業として、地域づくり協議会設立支援事業。設立に向けた取組支援、設立後の財政

支援、フォローアップ、取組地区や職員を対象とした研修、視察等としています。

(2)NPO 法人・CSO 活動の支援。こちらに関しては第 2期から引き続き行います。説明

は以上です。 

〇会長 

それではただいまの説明について、ご質問、ご意見ございましたらお願いします。

それでは次、13ページの説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

基本目標④の 2、安全・安心で快適な住みよいまちづくり。KPI として、自主防災組

織の組織率を、令和 5年度の 44.9%を令和 10 年度には 70%まで引き上げることとしま

す。新たに設けました KPI として、住宅浸水対策事業補助件数を、4年間で 8件とし

ております。具体的な施策として、(1)自主防災組織の組織化推進。自主防災組織の設

立により、自助・共助の取組を推進します。自主防災組織資機材等整備事業の継続、

防災講座、研修会を実施します。(2)「自然災害に備える」「快適に暮らす」住まいづ

くりに関しましては、事業を引き続き継続、推進します。実施事業の建設課の部分

で、住宅・建築物耐震改修事業、がけ地近接等危険住宅移転事業の KPI を挙げていま

せんでしたので、以降の資料は付け加えたいと思います。 

〇会長 

それではご質問、ご意見等ございましたらお願いします。それでは最後になりま

す、14 ページについて説明をお願いします。 

〇白石創生推進係主事 

目標④の 3、誰もが活躍できるまちづくりについてです。KPI について、上の 2つは

第 2期からの継続です。健康体操サロン数を、令和 6年度の 30 か所から令和 10 年度

には 35 か所とします。シルバー人材センター年間登録者数は、5年後に 112 人として

おります。新たに設けました講座開催数は、目標開催数の年間 20回を年間 25 回とし

ております。審議会・委員会における女性委員の割合を、令和 10年度に 40%を目標と

しています。具体的な施策としまして、(1)生涯現役としての活躍促進。高齢者の住み

慣れた地域、家庭での安心した暮らしを支える「支え合い」の地域づくり。高齢者が

生きがいを持って充実した生活ができるよう、知識や経験、能力などを生かし、地域

活動に参加できる環境づくり。高齢者が自分らしく暮らし続けるための健康づくりや

介護予防事業など、高齢者のやりがい、居場所づくりの事業や支援を促進します。通

所サービス事業 B、介護予防普及啓発事業、シルバー人材センター運営補助金、老人
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クラブ活動等社会活動推進事業を実施します。また、別課の事業で、高齢者と区切る

ことなく誰もが年齢に関わらず活躍し、地域を盛り上げてもらうために起業・創業、

文化活動、自分のやりたい仕事ができる場所づくりなどを促進します。事業として、

子どもから高齢者まで幅広い世代を対象とし、町民 1人ひとりが生涯にわたって自分

自身を磨き、豊かな人生を送るための学習講座や体験活動を実施する。また、自然災

害に関する「心構え」と知識を備えるため、災害講座と連携した生涯学習講座を実施

します。(2)女性活躍の推進に関しては、第 2期から引き続き同様に推進を行います。

第 2期(3)にありました地域団体によるつながり強化は、第 3期では(2)の方に統合す

るよう検討しております。 (3)は新設です。スポーツ・健康増進のまち宣言の推進と

しております。内容として、スポーツ・運動を通して健康を育み、はつらつと元気で

活力のあるまちを目指します。実施事業としまして、「スポーツ・健康増進のまち宣

言」に関する事業、スポーツ大会・教室・講座等各種スポーツ事業、社会体育施設管

理、スポーツ人材育成事業としております。 

〇会長 

それではご質問、ご意見等ありましたらお願いします。 

〇委員 

(1)の実施事業等のところで子供から高齢者まで幅広い世代を対象としてのところの

学習講座や体験活動を実施するということですが、具体的な内容を教えてください。 

〇生涯学習課長 

現在四季の講座ということで、いろんな料理教室や、最近行ったのは親子のデイキ

ャンプ体験とかですね。そして夏休みに子どもさんの工作を行いました。大体年間 20

回やっているっていうところで、季節に講座を設けております。今回、年間 25 回まで

増やして、ニーズを探りながらですね、マンネリ化しないように講座を今後も行って

いきたいというふうに思っています。 

〇委員 

高齢者の方のご経験や知識を生かした講座が開講、例えばろくろ体験とかがあって

いたかなと思いますが、そのそういう講座もこれから多く開講されるということでよ

ろしいでしょうか？高齢者の方が講師になられて、これまでご経験されてこられたこ

とを若い世代の方に伝えるというイメージの講座がこれから増えていくといいなと思

っていましたが、そのあたりで今計画されていることがあればと思いお尋ねしまし

た。 

〇生涯学習課長 

今のところ、高齢者の方が得意なところを教えていただくというような講座は行っ

ていませんが、今おっしゃったとおり、生きがいというところで、各高齢者の方の得

意分野をお子さんや若い世代に繋ぐという講座もあっていいのかなと思っております

ので、その辺りも探っていきたいと思っています。 
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〇会長 

それでは一応 14ページまで一通りご確認をしていただきました。全体的なこと、ま

た聞き忘れたと思うことがありましたらお願いしたいと思います。 

〇委員 

先ほどから出ている高齢者って大体何歳ぐらいからでしょうか。 

〇長寿社会課長 

65 歳からということで定義しております。 

〇委員 

最初に色々なページで出てくる KPI の数値的な根拠がよくわかりません。低く持て

れば十分結果が出るし、高くすれば到達しなかったという結果が出てきてしまうの

で、どういうふうな設定基準で設定されるのかをまず説明いただければと思います。 

〇総合戦略課長 

KPI ですけれども、これはですね、あくまでもストレッチゴールでなければならな

いと思います。手を伸ばせば届くところ、そこにおきたいと思いますというところを

内部協議の中で各セクションセクションございますので、そのあたりから意見をまと

めた上で総合戦略課の方でグループさせていただいて、KPI の目標数値に定めるとい

うような確率はちょっと具体的にですけどそういうことです。 

〇委員 

それと、こんなにたくさん目標掲げてやるのっていう気がします。すみません、私

の率直な感想です。 

〇総合戦略課長 

やはり近年、非常に行政需要が増えていますよね。私はやはり役場に入ったときか

らするとかなり行政需要はもちろん、行政のメニューも増えています。そういう中

で、町の抱えている問題点、最重要課題として言っているのが、人口減少問題、そし

て移住・定住施策を強化していくというところです。先ほど人口ビジョンの方を示し

ていますが、この通りストレッチゴールで 100 人、移住・定住の人間を加えていかな

いととても成り立っていかない地域というのが当然出てくるわけですよね。それを解

消していくためには、やはりあらゆる行政課題を解決するためにこの事業が必要とい

うふうに考えております。 

〇委員 

先ほど町の予算も限られているという話があったので、もう絞ってやるべきじゃな

いかという私の感想の 1つでございますので、参考にしていただければと思います。

あと、PDCA サイクルというものがありますよね。プランから始まってチェック、アク

ションですか。これまでの会議で、チェックまで入っていますよね。先々月行ったチ

ェックが今回のアクションに繋がっているかちょっと疑問に感じるところがありま
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す。先ほどもそういう話をされたと思います。KPI が低い値に対してどうするかとい

うのは、明確に書いてあるところもあれば何も対策が行われてないところもありま

す。例えば、なぜ KPI が十分達成できなかった理由が検証されてない気がします。全

体を通して、これは何か違うのではというのがいくつかありました。また、支援を受

ける側の要求と、支援をする側にズレがある部分があるのではないかという気がしま

す。こういうのが欲しいのにない。だけども欲しくないのにある。というのがあるの

ではないかと思います。そういう提供側とユーザー側の乖離があるのかあるのではな

いか。支援してあげているっていうような感じがあります。例えば先ほど 4,000 円っ

て話ありましたよね。それが一番乖離しているのではないかと思います。あと、検討

する、とか支援する、とかいうものが結構ありましたが、こういった予算案等を書く

ときに検討するっていう言葉を書いてはいけないとよく言われます。「検討する」と書

くと、結果として「検討した」としか書かないから。ですから、～を行う、とか～す

る、とかいった方が私としては積極性があるなって気がします。これも私の意見で

す。最後ですが、7 ページですね。右側の B の中の実施事項等のところの「須古城跡

の国史跡化に向けて」が、一番具体的に書いてあるなと思いました。事業の内容とし

て、多分皆さんものすごく大変な時間にたくさんの項目を書かれて大変だというのは

よくわかりますが、こういったふうに具体的な内容というものがあるといいなという

ふうに思いました。というのが私の感想です。お答えは不要です。 

〇会長 

先ほどのご意見については、また検討いただければと思います。 

〇生活環境課長 

1 点修正です。6ページの(3)生活排水処理施設の整備の促進の部分で、担当係が下

水整備係、下水庶務係、下水管理係となっていますが、現在は統合して下水施設係と

なっています。修正をお願いします。 

〇会長 

本日は本当に様々なご意見をいただきました。本日の会議を踏まえ、再度庁舎内で

検討を進めたいと思います。次回の会議では第 3期総合戦略と、人口ビジョンの素案

をお出ししたいということで計画しております。次回もどうぞよろしくお願いしたい

と思います。それでは以上で 3 番の協議事項の方を終わりたいと思います。この進行

事務局へお返しします。 

〇総合戦略課長 

それではその他の項です。3回目の会議ですけれども、11月の中旬頃を予定してお

ります。計画策定までに 4回の会議を予定しているところですが、3回目の会議とい

たしまして 11 月のですね、会場の都合でいうと 12、13 日がベストかなと思っており

ます。時間につきましては前回希望をとらせていただきましたけれども皆様方 19 時と

いうご意見をいただいておりましたが、どうしましょうか。次回の会議ですけども先

ほどお話ありましたように第 3 期の総合戦略と人口ビジョンの素案を示させていただ
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きたいと思っております。まず日程は、事務局案といたしまして、11 月 13 日(水)に

なりますけれども、いかがでしょうか？19 時からということになりますけど、よいで

しょうか。それでは 11月 13 日(水)19 時ということでお願いしたいと思います。日程

はこれで決定でございますけれども、本日会議の中でまだちょっと言わないといけな

いことがあったとか、ご提案とか疑問点ございましたら、いつでも結構ですので事務

局の方までご連絡ください。これは電話でもメールでも結構でございますし、次回の

会議の折にご意見いただいても構わないかと思っております。こちらの方からは以上

でございます。最後に皆様方の方から何かございましたらお伺いいたしますけれど

も、よろしいでしょうか？次回はなるべく素案をまとめ、資料を送らせていただけれ

ばと思っております。それでは他にございませんようですので、これをもちまして令

和 6年度第 2回白石町まち・ひと・しごと創生推進会議を閉会します。本日は長時間

にわたってご協議いただきまして、誠にありがとうございました。お疲れ様でした。 


